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『ラインジャッジの責務』

ヨ.試合前

(1)試合開始 1時間 30分前までには、競技場に集合すること。 ノ好対角

(2)競技場に集合したら、コー ト等の設営や試合に必要な用具等のチェックを積極
的に協力すること。

(3)__試合 6o_分前にレアニリ_T,ミ_■ テ_ィ_ングが行われるので、主審、副審、記録

員(ボール 0リ トリバー、モッパーと綿密に打ち合わせを行うこと。

(4)レ フェリー・ミーティングには、_審判月風装で参加すること。胸には自分の公認
された資格のワッペンを付けること。

(5)レフェリー・ミーティングの前にラインジャッジは、誰がどのラインを担当す
るのか、また試合中のいろいる起こるケースに対してどのような動き方をした

らいいのか、どのようにお互いに協力をしていくのかを事前に打ち合わせをし
ておくこと。特に、主審に見えにくい所や、アンテナ外通過、フライング・ レ
シーブで床にボールが落ちたかどうか、ブロッカーやレシーバーのボール・コ

ンタクトがあつた際の出し方等を上.(五ち金坐虻ておくとよい。

(6)フ ラッグの点検をする。(nな コイ腐)

(7)試合開始■o_分前には、記録席後方に集合すること。

(8)公式ウォーム 0ア ップ中、担当ラインの延長線上で、目慣らしをするとよい。

(9)公式ウォーム・アップが終了 したら、担当の位置につき、ネッ ト・アンテナが

正 しい位置に取 りつけているかどうかチエ ックする。特にアンテナの取 り付け

位置については、ゲーム中でも十分注意する。

2.試合中

(1)ラ インジャッジの位置

《図 1》
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① 自分の担当するラインの想像延長線上でコートの
色ユ三左二江L2m離 れ、ラインを身体の中心に

置き、視線はライン上に置 くようにしてフ リー・

ゾーン内に立つざエン ド0ラ インはライ ト 0

サイ ドのコーナーか ら、 L2、 L4が、サイ ド・

ラインはレフ ト0サイ ドのコーナーから、
Ll、 L3が統御す る。 (図 1)
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② レフト・サイドからのサービスの時は、サーバーの妨害にならないように、
サイド・ラインの延長線上、サーバーの後方に移動し位置する。その朦、サー
バーのフッ ト・ フォル トの有無に注意す るため、横 には開かないn

(2)ラ インジャッジのフラッグ・シグナル

① 起きた反則を確実に判定し、速やかにフラング・シグナルを示す。主審は、
そのシグナルを確認して最終判定を示す。

② ′ラッグのポ=ルに人差し指を添えてポールを握り、ひじが曲がらない_よ

をそろえて直立する。 ムレた,.ス ァレエク

③ 姿墾 こつい【_は、_アウト・オブ 0プ レー時は自然体で2_222^五^…
また1サァバーがボールを打つてからは、移動しやすい低い姿勢をとり_、 巳
の位置を下げ、身体 (腰)でボールを追う。日の位置が高いとボァルを上か
ら見ることになり、ボールと床の接点が死角となり、ボールがラインにふれ
ているか明瞭に判定できない。低い姿勢が必要なときとそうでないときの区

ンド0ライン担当のライン・ジャッジは、低い姿勢をとる必要なない。

④ フラッグ・

サーバーのフ

ればならない

シグナル (ボ =ル・イン、ボール 0ア ウト、ボール・コンタクト、
ット・フォール ト等)のみ使用し、それをしばらくの間続けなけ

ア)ラ ノ レク
・′ルオ

1:iOネ
す

⑤ アラッグ 0シグナルを出す場合 (ラ イン判定をしらかりしてから)、 身体とフ

ラッグはラインに向け、顔だけを主審の方に向けて目をあわせ判定を伝えるこ

とが、お互いの信頼関係を保つ上でも非常に大切である。

3。 試含機

(1)試合が終了したら、記録席の後方に集合し、主審、副審、記録員と握手をする。

(2)レフェリー。ルームで主審・副審からアドバイスを受けると良い。

(3)審判委員長より試合全体を通してのラインジャッジの任務についてアドバイス
を受けること。

(4)最後にお互いにディスカッションをすること。
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『ライン・ジャッジの判定の仕方』

冒。 ラインに関する判定(ボーfレイン、ポ…」脇響電ホ )

(1)ボ ールがライン付近に落下 した場合は、そのラインを担当するライン eジャ

ッジだけがシグナルを出す。 (1人 1線が原員吐で 「ボール 0イ ン」はライン 2

m以内とする)≪ 下図 2参照≫。各コーナーのコー トに落ちた場合は 2人のラ

インジャッジがシグナルを出す。≪下図 3参照≫

(2) ボールがインか、アウ トかボール・ コンタク トかの判定は、速やかにシグナ

ルを示 さなければならないので、判定は躊躇 してはいけない。シグナルが遅れ

ると選手がアピールをする原因となる。

(3) イン、アウ トの判定は、最初はボールを見て、ボールが床近 くに来たらボ

ールから目を離 し、ラインを見て判定をする。

《図2》『ボールと床の接点』

'シ トの判定』 
夕~プ ~′へ

」['74笹 :“ィ4キζ為《図3》『コーナーのボール・イン、ボール・フ

ボール6 LL∴ぶ靴亀
/た
li■ilずT卜

ζ(近子

ボール② Llが判定

ボール③ L2が判定

ボール④ L2が判定

ボエル⑤ L3が判定

ボール⑥ L3が判定

ボール⑦ L2が判定

ボール③ Ll,L2が判定
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Z.ボー′LコンタクトのIIJ定

(1)ボ ール・コンタク トを認めた場合は、フラッグを顔の前でやや高めに旗を立

てて旗の先を別の手で触れる。スパイク・ボールがコー ト内に落ちた場合は、

ボール 0イ ンのフラッグ 0シグナルを出す。

(2) ライン・ジャッジの任務の基本的考え方は、ライン判定である。またブロッ

タにボール・コンタクトでコート外に出た場合は、確実に確認できたヴ存 ・,1学ス
ジャッジが、ボール・コンタクトのフラッグ 0シグナルを示す。

3. ポL″Lが床に触れたかどうかのIIJ定

(1)バンケーキのプレーで、自コートにボールが床に触れたことが確認できた場
合は、ライン・ジャッジが、シグナルを示す。

(、2) フラッグ・シグナルは、ボール・インのフラッグ・シグナルではなく、身体

の斜め前で、 203回 床をたたくシグナルで示す。

4.ト パーのフット・フォーfLЮllJ定

(1)サ ーブを打つ瞬間の足の位置、及びジャンプ・サーブなどで踏切る足の位置
がサービス・ゾーン外やコー ト内であれば反則 となる。その判定はエン ド・ラ

イン担当のライン 0ジャッジが判定 しサイ ド・ライン側であれば、サイ ド・ ラ

イン担当のライン・ジャッジが判定をする。

(2) フラッグ・シグナルは、頭上で旗を左右に 1往復振 り、片方の手でラインを
指す。
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5。 アンテ十付近を通過したボーfLのllJ定

(1)許容空間外 (ア ンテナの外側または上方)を通過した場合

① ボールがフリー・ゾーンやフリー・ゾーン外に落ちたとき。

② Aの選手がボールに触れたとき。

a:許容空間外を通過 してボールを取り戻した とき

b:チームの。3回 目の接触後および 9人制の場合

主審 :ネ ッ トの垂直面を通過 した瞬間に吹笛をする。

副審 :       〃

ライシ0シ
゛
ャッシ

゛
:盛 _ンIヽの韮 F主通過した瞬間に「アウト」を示す

a:チームの 1回 日・ 2回 目の接触後の場合

主審 :落ちた瞬間に吹笛をする。

副審 :吹笛をしない。

ライン・シ
゛
ャッシl:落二五た塑亀賢〕こ「アウ卜」を示す

主審 :吹笛をしないでラ

副審 :      ″

ライン・シ
゛
ャッシ

゛
:フ ラッグ・

リーを続行する。

シグナルは示さない。
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b:ボールが許容空間内を通過 した とき。

主審 :ボ・―ルがネット上を完全に通過した瞬間に吹笛をする。

副審 :      〃

ライン・シ
゛
ャッシ

゛
:フ ラングを振る。 (一往復)

c:ボールがアンテナの内側のネットに触れたり、床に触れたとき。

くヽヽ

イ

B>

ヽ

A

主審 :ボこルがネットに触れたり、床に触れた瞬間に吹笛をする。

副審 :吹笛をしない。

ライン・シ
゛
ャッシ

゛
:フ ラッグ

ー
シグナルは示さない。

③ボールがアンテナの真上や外側を通過してBチームの選手に触れたとき。

a:Aチームの選手がボールを追いかけている場合、Bチームの選手のイ

ンタニフェアとなる。

B

主審 :Bチームの選手がボールに触れた瞬間に吹笛をする。

副審 :吹笛をしない。
ライン0シ

゛
ャ

'シ

゛:Bチームの選手がボールに触れ止塑新製こカッグを振る。

(一往復)
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ｒ
　

Ｂ A

b:Aチ ーム.の選手がボールを追いかけていない場合

主審 :Bチームの選手がボーィレに触れた瞬間に吹笛をして、A
チームのアンテナ外通過でボール・アウト。

副審 :          〃

ライン0シ
゛
ャブジ :`フ ラングを振るp_K三往復主

(2)Aチ ームのフ リー・ ゾーンか ら許容空間外 (ア ンテナ上方を含む)を通つ

てBチームのコー トに向かつてい く場合。

:チームの 1回 目 0.2回 目の接触後の場合

主審 :ボールが床に触れるか選手に触れた瞬間に吹笛をする。

副審 :  ,       〃

ラインシ
゛
ャッシ

゛
:ボールが床に触れるか選手に触れた睡 FE51型ラッパを振る。

(一往復 )

b:チームの 3回 目の接触後の場合

主審 :ネ ットの垂直面を通過 した瞬間に吹笛をする。

副審 :       〃

ライン・シ
゛
ャッシ

゛
:ネ ットの垂直面を通過した瞬間に「アウト」を示すか

。 場合によっては、フラック
゛
を振る。
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(3)Aチ エムのコー トか ら許容空間を通過 してBチームのフリーゾーンに向か

って行 く場合。

B;

a:Aチ ームの選手がボールに触れた とき。

主審 :触れた瞬間に吹笛する。

副審 :    〃

ライン・シ
゛
ャッシ

゛
:触れた瞬間にそのコースのライン 0ジ ャッジがフラ

・  ッグを振る。 (一往復)    ,

●. トレーニングマニュア′ι
(1)レシーブ・ボールが床に触れたかどうか

① 主審・副審のアシス トをしなければいけないので、低い姿勢でボールと床面

との接点を見る。ボールが床面に触れた瞬間にフラッグシグナルを出す。

② タイミングが遅れ躊躇すると、選手のアピールのもとになるので十分注意す

ること。     ・

★ライン判定             |

a サイド、エンド・ラインにぎりぎりに打つ  :

b コーナー(lM以内)に打つ      :

c 選手でホ
゛
司ンが見えない時の判定  :
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★床に落ちたボールの判定

a  フェィント・ホ―゙ル・tip playZむ フラインク・゙

レシーフ
゛
で手の甲でホ―゙ルを上げる。

b ブロック・カバーのプレヤーの陰

になつてプレーが見えないケース。

(2)ネ ット上の許容空間の外側を通過したボールを取り戻すケー
:ス  .

① ボールがアンテナに当たつた場合
・ 確認できたライン 。ジャッジのみがシグナルを出す。
・ ネット幅 lmの間のアンテナに当たつた時は、一番見やすい位置にいるライ

ン・ジャッジが判定すべきである。

② スパイカーがボールをスパイクをして、ブロックにはねかえつたボールが、そ

のスパイカーに当たつた場合
・ 特に主審側で起こるケ=スは、主審の死角になるケースが多いので担当の

ライン・ジャッジはしっかりと見ること。

★ボールがアンテナに当たるケース

☆プロッカーがアンテナに触れるケ…ス

a 台上よリスノくイクを打つ。

b アンテナぎりぎりに打つ。

c アンテナ外を通過するボール

を取 り戻すケース

★ アンテナ外通過ボールを色々な

角度から取り戻す。

★ ボールの角度によつて、どのライ

ンジャッジがライン判定をおろそ

かにしないで、どのように動いた

らいいのかを確認する。

No。.9



※ ラインジャッジの動きに十分注意すること。ボールのコースに入るために、

極端に動いてライン判定がおろそかになつたり、またコースに入らないで判

定すると不信感をもたれるので動く範囲を十分に確認する必要がある。

※ 取り戻されたボールが許容空間内を通過した場合は、フラッグを左右に振

る。

(3)ブ ロッカーとレシーバーのボール 0コ ンタクトについて

① 特にブロッカすの上 (指)をかすっていくケースや左右をかすつていくケー

スは、主審・副審からは非常に見にくいケ=ス もあるので、原則的にはレシー

ブ側の 2人のライン・ジャッジがフラッグ 0シグナルを送る。しかし4人のラ

インジャッジが明らかにボール・ュンタクトを確認できた場合は確認したライ

ン 0ジ ャッジはボール・コンタクトのフラッグ・シグナルを送る。

② アンテナ付近、特に副審側でのアタッカーが意識してタッチ・アウトを狙う

プレーのブロックのボニル・コンタクトはしつかりと見る。

★ブロッカーとレシーバーの
ボール・コンタクト

台上よリスパイクを打つ。

b ボールがブロックの上をかすめる
ケースと左右をかするケース。

ライン際のレシーバーのボール 0:
コンタク トも主審の死角になる  :
ケースがあるので、ライン判定も

‐
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